
   

 

Q＆A Q1 

この資料に載っている「中心

となる活動」のみを、実施す

ればいいのですか？ 

Q３ 

どんな言葉かけをしたらよ

いか悩むわ。 

 

Q２ 

「ふりかえり」ってどん

なことをするの？ 

A1 
この資料には、中心となる活動としてのアクティビティ（学習展

開計画内の一つ一つの活動をアクティビティと呼びます）を載せて

います。それぞれねらいが違いますので、対象や内容にあったもの

を選んでください。その際、アイスブレーキング（導入）⇒中心と

なる活動（展開）⇒ふりかえり（まとめ）という流れで学習展開計

画を作成してください。この３つの構成にすることで、学習効果が

高まります。中心となる活動だけを単発で行うことは避けましょう。 

A２ 
 アクティビティの中で感じたことを確認したり、共有したり

することで自分とは違った価値観に触れることができます。そ

のことで、子ども自身の人権感覚を磨いたり、時には、子ども

同士が互いの人権感覚を磨き合ったりすることも期待できま

す。単なる感想ではない、「ふりかえり」を十分に行いましょう。

また、アクティビティごとにふりかえりをし、最後に全体（ア

イスブレーキング～中心となる活動）のふりかえりをすること

で、気付きから行動へ移すきっかけを促します。 

A３ 
この資料のアクティビティには例となる言葉かけが載っています。例

を参考にし、より効果的な人権学習になるよう、子どもたちの発達段階

に応じた言葉かけに心掛けましょう。 

それぞれのアクティビティが単なる楽しいだけのゲームとなったり、

逆に、子どもたちの中にある先入観や偏見を助長したりするもとになら

ないためにも、アクティビティの際の言葉かけに気を付けましょう。 



１ ワークシートの絵に、色を塗ります。

２ 隣の人（または、グループの人）と、色を塗った絵をお互いに見せ合い、どうし

てその色を塗ったのかを話し合います。

例）・肌の色は、どうしてこの色にしたの？

・ランドセルは、どうしてこの色にしたの？

・髪の毛の色は、自分の髪の色と同じだと思ったからこの色にしました。

・外国の女の子かなと思ったから、この色で塗ったよ。

・女の子のランドセルだから、赤にしたよ。

・シャツの色は、自分の好きな色だからこの色にしたよ。

３ 違ってもよい色について話し合います。

例）・肌の色はみんな違うよね。

・髪の毛の色は、黒だけじゃないよね。

・赤色の好きな男の人もいるよね。

・外国人の肌や髪の毛、瞳の色も、いろいろだね。

４ 活動について、ふりかえりをします。

例）・肌の色や髪の毛の色、瞳の色もみんな同じではないことに気付いた。

今度色を塗るときには、いろいろ考えて塗りたいな。

・塗る色が人によって様々なように、考え方も様々なんだと気付いた。

自分が塗った色と周りの人が塗った色について話

し合うことにより、自分の中に決めつけている色が

あることに気付き、違いを認めることの大切さにつ

いて考えます。

公民館講座や放課後
子ども教室などで

対 象：低・中・高

時間：４０分

人数：２人～

1グ ル ー プ
２～５人

ね ら い

展 開

【 準 備 物 】 ワ ー ク シ ー ト 色 鉛 筆 等



ワークシート等はホームページを

展開１ 今日は、塗り絵を用意しました。みなさん、絵に色を塗ってみましょう。周り

の人を気にせずに、自分が思った色で自由に塗ってみましょう。○○分間、時間をとり

ますので始めてください。

展開２ さて、みなさん、色は塗り終わりましたか。隣の人と（または、グループの人

と）絵を見せ合ってみましょう。みなさん、きれいに色が塗れていますね。これから、

絵を見せ合いながら、どうしてその色を塗ったのか、お互いに聞いてみましょう。

＜言葉かけ例＞

・ランドセルは、どうしてその色で塗ったのですか。

・肌の色は、どうしてその色に塗ったのですか。

・髪の毛の色は、どうしてその色に塗ったのですか。

・男の子と女の子の服の色は、どうしてその色に塗ったのですか。

隣の人と（グループで）話し合ったことを発表してください。（※何人かに発表して

もらう。）いろいろな理由がありますね。

（※色覚異常の児童が活動に参加していることも考えられるので、「何色」を

塗ったということにこだわるのではなく、なぜその色を塗ったのかという点に

ポイントを絞った方がよいでしょう。）

展開３ それでは塗り絵から離れて、私たちの身の回りについて考えてみましょう。

肌の色や髪の毛の色、洋服の色や持ち物の色など、人によって違っていい色と

同じでなくてはならない色はありますか。隣の人と（グループで）話し合ってみ

ましょう。

どんなことに気付いたのか、隣の人と（グループで）話し合ったことを発表してくだ

さい。（※何人かに発表してもらう。）

ありがとうございました。みなさん、いろいろな気付きがありましたね。

展開４ では、最後に活動のふりかえりをしましょう。なるほどと思ったことや新しい

発見はありましたか。感想を隣の人と（または、グループの人と）発表し合いましょう。

（※全体に何人か発表してもらう）

今日は、同じ絵に色を塗ってもらい、友達が塗った色と自分が塗った色を比べてもら

いました。自分の中で、決めつけている色はありませんでしたか。ちょっと前の色鉛筆

やクレヨンには、肌色と呼ばれる色が１本だけ入っていました。しかし、人種・個人

差・日焼けの度合いによって肌の色は異なるのに、ある決まった色を肌色と決

めることはおかしいということで、肌色と呼ばれていた色はペールオレンジ（う

すいオレンジ）と呼ばれるようになったのです。そして、今は肌の色だけを集

めた色鉛筆やクレヨンもあるそうです。

今日の皆さんの気付きや新しい発見は、とても素晴らしいと思います。ぜひ、これか

らの生活に生かしていけるといいですね。

ファシリテーターの言葉かけ例



１ ワーク１の「江戸しぐさ」について、吹き出しの中の言葉を考えます。

２ 資料１をもとにした「江戸しぐさ」の説明を聞きます。

３ ワーク２のこんな教室だったら楽しい

だろうなと思うことを考えます。

例）

・みんなが仲良く過ごせる。

・困っている人がいたら助け合える。

・けんかしてもすぐに仲直りができる。

４ グループでそれぞれの考えを出し合い、

「○○放課後子ども教室しぐさ」を考え

ます。

５ グループごとに発表します。

６ 活動についてふりかえりをします。

放課後子ども教室な
どで

対象：低・中・高

※グループ内に高学年が

いることが望ましい

時間：８0分

人数：５人～

1グ ル ー プ
５～６人

展 開

【 準 備 物 】 ワ ー ク シ ー ト B4サ イ ズ 程 度 の 画 用 紙 ま た は

コ ピ ー 用 紙 マ ジ ッ ク 色 鉛 筆

「江戸しぐさ」の意味を考えたり、自分たちで新たに「しぐさ」

を考えたりすることで、他者への気遣いのよさを感じ取ることが

できるようにするとともに、相手の立場に立って行動することの

大切さに気付きます。

ね ら い



ワークシート等はホームページを

展開１ みなさんは「江戸しぐさ」を知っていますか？ワーク１を見てくださ

い。これは「江戸しぐさ」の一つです。人混みの中で足を踏んでしまった人と

踏まれてしまった人の会話です。現在、皆さんが日頃の生活でこのような場面

になったとき、どんな言い方をしますか？吹き出しに書いてみましょう。（何

人かに発表してもらう）それでは「江戸しぐさ」ではどんな言葉が入るでしょ

う。吹き出しに書いてみましょう。（何人かに発表してもらう）踏まれた人は、

謝ってもらったら「いいですよ。」と許すのが普通ですが、江戸の町では踏ま

れた人も、「うっかりしていた私も悪かったのです。うかつでした。」と謝っ

たので、「うかつあやまり」といいました。ここには、相手を許す気持ちと、

あなただけが悪いのではないという思いやりの気持ちが表れています。心が温

まるやりとりですね。

展開２ （資料２を見せながら、以下資料１の通り）

展開３ みなさんにとって、「普段の生活で友達にしてもらって嬉しかったこ

と」や「こんな○○放課後子ども教室だったら毎回気持ちよく過ごせるな」と

思うことは何ですか。ワーク２に書き出してみましょう。（何人かに発表して

もらう。）

展開５ それでは、グループごとに発表してもらいましょう。実際にどんなしぐさか、

動きながら説明してもいいですよ。（発表後に）皆さん、素晴らしい「しぐさ」が考え

られましたね。みんなが同じ気持ちで、思いやりに満ちた「○○放課後子ども教室」に

なるといいですね。

展開６ 最後に、今日のふりかえりをしましょう。「江戸しぐさ」を知って、どんなこ

とに気付きましたか。自分たちで「○○しぐさ」を考えてみて、どんな気持ちになりま

したか。今後の生活で生かせることはありましたか。グループ内で、一人ずつ発表し合

いましょう。（最後に何人かに発表してもらう）今日の活動で気付いたことを、ぜひ今

後に生かしていって、みんなが気持ちよく生活できるといいですね。

展開４ これから、グループごとに、「○○しぐさ」を考えましょう。考えるポ

イントは『ほんのちょっと相手を思いやる優しさと譲り合いの心と気配り』で

す。ワーク２に書いたことをそれぞれ出し合い、グループ内で意見がまとまっ

たら、画用紙に書き写しましょう。その時、様子が分かるイラストが描けると

いいですね。終わったグループは発表の準備をしましょう。

ファシリテーターの言葉かけ例



それでは、他の「江戸しぐさ」も見てみましょう。

（資料２を見せながら）これは「傘かしげ」しぐさという江戸しぐさの一つ

です。

雨降りのとき、狭い横丁を傘をさして通行していたら、前方からも傘を

さした人が来て、すれ違うとき、お互いが傘を道路の外側にかしげ、相手

にしずくがかからないようにします。こうすれば、お互い雨にかからず、

トラブルをさけ、そして気持ちよくすれ違うことができます。ほんのちょ

っと相手を思いやる優しさと譲り合いの心と気配りがあれば、誰でもでき

ることです。この傘かしげしぐさも他の江戸しぐさと同様、自分だけでな

く相手も同じ気持ちと行動をすることが必要です。しぐさは、みんなが同

じ気持ちと行動をとらなくては成立しないものが多く

あります。

人々であふれていた江戸の町でトラブルをさけ、互いに気持ちよ

く暮らすために、自然に生まれたルールや工夫、それが江戸しぐ

さです。

江戸しぐさができないと「野暮」とか「せいあっぺい（井の中の

蛙）」と言われるばかりか、すりや悪い人にもねらわれました。逆

に、この江戸しぐさができてかっこいい江戸っ子を「粋な人」と

いいみんなの憧れの的でした。

その他の江戸しぐさとして、「江戸しぐさ例」のものを見せな

がら、いくつか紹介するとよいでしょう。

※他の「江戸しぐさ例」はホームページからダウンロードしてください。

出典：ＮＰＯ法人江戸しぐさ ホームページ資料「コラム 江戸しぐさ」

※「江戸しぐさ」はＮＰＯ法人江戸しぐさの登録商標です。

（登録番号 第5274382号）

※ＮＰＯ法人江戸しぐさＵＲＬ http://www.edoshigusa.org
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資料２ 

出典：ＮＰＯ法人江戸しぐさ ホームページ資料「コラム 江戸しぐさ」 

※「江戸しぐさ」はＮＰＯ法人江戸しぐさの登録商標です。（登録番号 第 5274382 号） 



紙芝居から、見た目によって偏見・差別が生まれるこ

とを知り、見た目のみで判断するのではなく、相手を理

解することの大切さに気付きます。

１ ワーク１の質問について記入します。

・グループ内で発表し合います。

・何人かに全体で発表してもらいます。

※自分はどんな基準で友達を選んでいるかを確認します。

２ ファシリテーターが上演する紙芝居

（ツァブダーフィリオ）を見ます。

３ 物語に関する質問に答えます。

・口頭で自由に答えます。

４ ワーク２の質問について記入します。

・グループ内で発表し合います。

・何人かに全体で発表してもらいます。

５ 活動についてふりかえりをします。

例）

・最初にこういう友達がほしいと選ん

だのが、紙芝居を見た後で変わった。

・友達は性格で選ぼうと思った。

・誰とでも仲良くすることが大切だと

思った。

・友達のよいところをたくさん見つけ

ようと思った。

放 課 後 子 ど も 教 室
などで

対 象：低・中・高

時間：60分

人数：５人～

1グループ
５～６人

展 開

【 準 備 物 】 紙 芝 居 （ ダ ウ ン ロ ー ド ） ワ ー ク シ ー ト

ね ら い



ワークシート等はホームページを

展開１ みなさんには、どんな友達がいますか。はじめに、ワーク１の質問について、

記入してみましょう。終わったら、グループ内で発表し合いましょう。

（全体で数名発表してもらいます）

展開２ みなさん、これから紙芝居を上演します。上演中は、静かに見ることを約束し

てください。ただし、登場人物がみなさんに質問した時は、それに答えて結構です。（紙

芝居は、ダウンロードしてください。）

展開３ これで、紙芝居は終わりです。それではみなさんにいくつか質問したいと思い

ます。答えてくれる人はその場で、みんなに聞こえるように答えてください。

〈質問例〉

①物語についてどんな感想をもちましたか。

②他の動物たちは「ツァブダーフィリオ」に対してやさしかったですか。

③動物たちはなぜあのように行動したのでしょう。

④他の動物たちは最後に「ツァブダーフィリオ」と友達になったのはなぜで

すか。彼がもっとも強かったからですか。もっともルックスが良かったか

らですか。彼には勇気があり、相手を責めないやさしい心をもっていたか

らですか。また、様々な才能を合わせ持っていたからですか。

たくさんの感想や意見、ありがとうございました。

展開５ ふりかえりをしましょう。今日の紙芝居を見る前と今とで、自分の中で変わっ

たことはありますか。それはどんなことですか。ワークシートを見ながら考えてみまし

ょう。グループ内で発表し合いましょう。（数名に全体の前で発表してもらう）

もし、自分とは少し違うなと感じる人と出会ったときは、ツァブダーフィリ

オの話を思い出してください。みなさんにとって、とても気の合う友達になる

かもしれませんね。今日は皆さんからたくさんの意見を出してもらいました。

普段の生活に生かすことができるといいですね。

展開４ それでは、みなさん、ワーク２を見てください。その質問についてワークシー

トに記入しましょう。終わったら、グループ内で発表し合いましょう。

・じっくりと考えます。

・全体でも数名に発表してもらいます。

皆さんが書いてくれた『違い』は、人それぞれ違ってもいいことですか。いけ

ないことですか。

ファシリテーターの言葉かけ例



障害者の人権という視点で街を探検することに
より、自分たちが普段何気なく生活している中に、
障害者 に対する様々 な工夫がされて いることに気
付くと 共に、誰もが 暮らしやすい街 について考え
ます。

＜行きのバスの中で＞

１ 人権クイズに挑戦します。

２ クイズの答え合わせをしながら、障害者の

ための様々な工夫を理解します。

・点字ブロック

・点字

・障害者に関するマーク

・ピクトグラム

・ユニバーサルデザイン

＜移動教室の見学場所で＞

３ 見学場所で、障害者のための様々な工夫を

見つけます。

＜帰りのバスの中で＞

４ 見つけたものを発表し合い、気付いたことを話し合います。

例）＜見つけたもの＞ ＜気付いたこと＞

・スロープ ・点字ブロック ・本当に工夫されているものがあったので、

・ピクトグラムの看板 すごいなと思った。

・自動販売機（ユニバーサルデザイン）等 ・たくさんあるんだなと思った。

５ 活動のふりかえりをします。

例）・耳マークのことなどを初めて知りました。障害者が困っていたら助けてあ

げたいです。

・障害者のための様々な工夫を見つけることができました。自分の街につい

ても調べてみたいです。

公民館講座の移動教
室などで

対 象：低・中・高

時間：１日

人数：２人～

1グ ル ー プ
２～３人

ね ら い

展 開

【 準 備 物 】 人 権 ク イ ズ ワ ー ク シ ー ト 筆 記 用 具 等



ワークシート等はホームページを

展開１ みなさん、クイズに挑戦しましょう。（「人権クイズ」を配る。）少し時間をと

りますので、考えてみましょう。

展開２ それでは、１問ずつ答え合わせをしていきましょう。

では、第１問からです。点字ブロックに関する問題ですね。点字ブロックって見たこと

ありますか。点字ブロックは、目の不自由な人のために作られたものですが、さて、こ

の点字ブロックは、どこの国の人が考えて作ったのでしょう。（何人かに答えてもらい、

その答えを選択肢として、全体に投げかける）答えは、日本です。1967年に岡山市の

岡山県立盲学校近くの横断歩道に初めて置かれたのだそうです。地方公共団体で最初に

点字ブロックを採用したのは、宇都宮市なんだそうです。

では、次に、警告（注意）を表すブロックはAとBのどちらでしょう。Aだと思う人？

Bだと思う人？答えは、Aです。Ｂの線状のブロックは誘導（目的のところに行くよう

にさせる）を意味するブロックで、Aの点状のブロックは警告（危ないので注意）を意

味します。だから、横断歩道の前のブロックは点状になっているんですね。

（このような感じで、答え合わせをしながら解説をし、障害者に対する様々な工夫につ

いて知らせる。）

展開３ それでは、これから○○○○を見学します。この施設の中には、先程のクイズ

に出てきたような障害のある人たちも気持ちよく利用できる様々な工夫が、あるでしょ

うか。探してみましょう。見つけたときは、どこでどんな工夫がされているかよく見て

きてくださいね。さて、いくつ見つけられるでしょう。

展開４ さて、障害のある人たちも気持ちよく利用できる工夫を見つけることができま

したか。今から一人ずつ、「どこでどんなものを見つけたか」を教えてください。でき

れば前の人が見つけたものと違うものを発表してもらいたいのですが、前の人の発表と

同じものでもいいですよ。（全員の発表が終わったら）みなさん、たくさん見つけるこ

とができましたね。

では、今のみなさんの発表を聞いて、気が付いたことはありますか。隣の人と話し合

ってみましょう。どんなことを話し合ったか発表してくれる人はいますか。（何人かに

発表してもらう）ありがとうございます。いろいろなことに気付きましたね。

展開５ では、最後に活動のふりかえりをしましょう。今日は、クイズを行ったり、障

害のある人たちも気持ちよく利用できる工夫を見つけたりしました。これらの活動をと

おして新しい発見やなるほどと思ったことはありますか。隣の人と話し合ってみましょ

う。（何人かに発表してもらう）

さて、みなさんの家の周りにある施設はどうでしょう。スーパーや図書館、公民館な

どはどうでしょう。ぜひ、調べてみてください。そして、どうしてそのような工夫がさ

れているのか考えてみましょう。

今日のみなさんの発見や気付きは、とても素晴らしいです。それを今後の生活に生か

してください。

ファシリテーターの言葉かけ例



人権クイズ答え

Ｑ１ 日本・Ａ Ｑ２ Ｂ

Ｑ３ ①障害者のための国際シンボルマーク ②耳マーク ③ほじょ犬マーク

Ｑ４ 車椅子対応エレベーター

Ｑ５ ・お金が入れやすいようになっている。

・小さい子どもや車椅子に乗った人でも、ボタンが押しやすいように低い位

置にボタンが付いている。

・買ったものが取り出しやすいようになっている。 等

Ｑ１ 点字ブロック 日本で考案されたもので、1967 年に岡山市の岡山県立

盲学校近くの横断歩道に初めて置かれました。地方公共団体で最初に点字ブ

ロックを採用したのは宇都宮市です。2001 年 9 月にブロックの突起（「デコ ボコ」のこ

と）の形や大きさ及び配列（並び方）についての規格がつくられました。

Ａ：点状ブロック（警告ブロック） Ｂ：線状ブロック（誘導ブロック）

Ｑ２ 点字 飲み口に点字で「お酒」と打たれています。形が同じでも点字が打たれる

ことにより、視覚に障害のある方がアルコールの入っていない他の飲み物と区別する手

がかりにすることができます。また、子どもが間違えて飲むことの防止策にもなります。

Ｑ３ ① 障害者のための国際シンボルマーク 障害者が利用できる建物、施設である

ことを明確に表すための世界共通のシンボルマークです。

マークの使用については国際リハビリテーション協会の「使用指針」により定められ

ています。

駐車場などでこのマークを見かけた場合には、障害者の利用への配慮に、理解や協力

をお願いします。

※このマークは「すべての障害者を対象」としたもので、特に車椅子を利用する障害者

に限定して使用されるものではありません。

参 考



② 耳マーク このマークは、耳が不自由であることを知らせるものです。

このマークのブローチやペンダント、バッジを身に付けている方が、銀行や病院の呼

び出しに気付かないでいることがあります。お隣にいたら、「呼ばれていますよ」等の

知らせ方を工夫して伝えてください。

③ ほじょ犬マーク 身体障害者補助犬同伴の啓発のためのマークです。

身体障害者補助犬とは、盲導犬、介助犬、聴導犬のことを言います。「身体障害者補

助犬法」が施行され、現在では公共の施設や交通機関はもちろん、デパートやスーパー、

ホテル、レストランなどの民間施設でも身体障害者補助犬が同伴できるようになりまし

た。補助犬はペットではありません。体の不自由な方の、体の一部となって働いていま

す。社会のマナーもきちんと訓練されているし、衛生面でもきちんと管理されています。

お店の入口などでこのマークを見かけたり、補助犬を連れている方を見かけた場合は、

気が散るようなことをすると、補助犬が仕事に集中できなくなり、使用者も困ってしま

うため、つぎの点に注意しましょう。

・食べ物や水を勝手に与えない。

・可愛いからといって見つめたり、触ったり、話しかけたりしない。

Ｑ４ このマークは、ピクトグラムと呼ばれるもので、車椅子に対応したエレベーター

を表しています。ピクトグラムとは、一般に「絵文字」「絵単語」などと呼ばれ、何ら

かの情報や注意を示すために表示される視覚記号（サイン）の一つです。ピクトグラム

で表すことにより、どの国から来た人にも、どんな言葉で話す人にも、情報を伝えるこ

とができます。「トイレ」や「非常口」を表すピクトグラムは有名です。

Ｑ５ この自動販売機は、ユニバーサルデザインされたものです。ユニバーサルデザイ

ンとは、「全ての人のためのデザイン」を意味します。年齢、性別、身体的状況、国籍、

言語、知識、経験などの違いに関係なく、最初から全ての人が使いやすい製品や環境な

どをデザインすることをいいます。

バリアフリー（障害者や高齢者などの特定の人の障壁をなくすこと）から、ユニバー

サルデザイン（はじめから全ての人が使いやすいようにデザインすること）の考えが広

まっています。



人がもつ思い込みがどのように差別を生み出すか

について考え、物事を多面的に見ることの大切さに

気付きます。

１ ワークシートの設定を基に、宇宙人に対して地球に住む「人間」の説明文を考

え、ワークシートに記入します。

２ ワークシートに記入した説明文をグループで発表し合い、グループとして説明

文を考え、模造紙等に書きます。

３ グループの説明文を全体に発表します。

４ 他のグループの発表を聞いて、感じたことや気付いたことをグループで話し合

います。

例）・「二本の足で歩く」という説明は、車椅子に乗っている人などはどうか。

（※健常者をイメージした外見的なこと）

・「目で見て、耳で聞く」という説明は、目や耳に障害がある人はどうか。

（※健常者をイメージした身体の機能的なこと）

・性別的なこと（男と女） など

５ グループで出た意見を発表し合います。

６ 活動について、ふりかえりをします。

【 設 定 】

２ ０ × × 年 、 人 類 の 科 学 技 術 が 発 達 し 、 銀 河 系 の は る か

遠 く 離 れ た 宇 宙 人 と の 交 信 に 成 功 し ま し た 。 し か し 、 送

れ る の は 音 声 の み で 、 映 像 は 送 る こ と が で き ま せ ん 。「 地

球 に 住 む 人 間 と は ど の よ う 生 物 な の か ？ 」 と い う 質 問 に

対 し て 、 人 間 を ど の よ う に 説 明 し た ら よ い で し ょ う か 。

ね ら い

展 開

【 準 備 物 】 ワ ー ク シ ー ト 模 造 紙 等 マ ジ ッ ク

公民館講座などで

対象：低・中・高

時間：４0分

人数：10人～

1グ ル ー プ
５～６人



ワークシート等はホームページを

展開１ 今日は、私たち自身のことについて、つまり人間（地球人）について考えてい

きたいと思います。ワークシートを見てください。

（ファシリテーターが【設定】をゆっくり読み、理解できたかを確認する）

宇宙人に、人間を説明するための言葉を、まずは自分で思いつく限りワークシ

ートに書いてみましょう。箇条書きでも構いません。

展開２ それでは、ワークシートに書いたことをグループで発表し合い、グループとし

ての説明文を作ってみましょう。できた説明文は、発表用の模造紙に記入してください。

展開３ それでは、グループごとに発表してもらいたいと思います。（全ての

グループに発表してもらう。）

（※発表用の模造紙を黒板等に掲示する。）

展開４ 他のグループの発表を聞いて、感じたことや、変だな・おかしいな、

などと思ったことはありませんか。グループで話し合ってください。

（ファシリテーターは、展開５で、意見が出なかった時のためにグループでの

話し合いの様子を観察し、気付いているであろうグループをチェックしてお

くと良い。）

展開５ どんな意見が出ていたか、いくつかのグループに紹介してもらいます。

（意見が出ないときは、展開４でチェックしたグループに発表してもらう。）

展開６ この時間のふりかえりをしましょう。今日の時間で何か気が付いたことはあり

ますか。また、これからの生活で生かすことができることはありましたか。グループ内

で感想や意見を発表し合いましょう。（時間があれば何人かの人に発表してもらう。）私

たちは、無意識に人物や物事を、自分勝手に決めつけたり、よく知っていると思

い込んだりしてしまうことがあります。そういう見方は、気付かないうちに人

を傷つけ、周りの人を差別してしまうことになるかもしれません。そうならな

いためにも、いろいろな見方があるのだということを心に留めていることが大

切です。私たちが、安心して楽しく暮らしていけるように、自分たちにできる

ことを少しでも実践できたら素晴らしいですね。ぜひ、今日の気付きを行動に

つなげてみてください。

ファシリテーターの言葉かけ例



１ クイズについて考えます。

２ 旧型のエレベーターは低い位置にボタンが付いていないことが多く、不便さを感

じていた人がいたこと、一方、最近のエレベーターの多くには低い位置にボタン

が付き、使いやすくなっていることを確認します。

３ 写真（階段、自動販売機、標識等）に写っているものに対して不便さを感じてい

るか発表します。そして、これらの写真をもとに、毎日の生活で不便さを感じて

いる人にはどのような人たちがいるか考えます。

例 ：

階段 自動販売機 標識

４ 毎日の生活の中で、不便さを感じていると思われる人がどのよ

うなことに不便さを感じているか考え、グループごとに各自、付

箋紙１枚に一つずつ記入し、模造紙にまとめます。（３の活動で

挙げた対象の方の不便さについて考えます。）

例）車いす利用者： ・高いところの物が取れない。

・できないと思われ、遊びに誘われない 等

５ みんなが幸せに生活できる社会のために、私たちが工夫できることをグループご

とに模造紙にまとめ、全体で発表します。

例）・荷物を取るお手伝い ・みんなが楽しめる遊びを考える 等

６ 「今日から私ができること」について考えます。

＜クイズ＞
マンションの５階に住んでいる子どもがいます。その子どもは外に出るために降りる時はエレベーターを５階か
ら１階まで使います。一方、家に戻る時は、急いでいるときでも、１階から３階まではエレベーターを使い、３
階から５階までは階段を使います。どうしてでしょうか。（マンションにこのようなルールはありません。）

車いす利用者
松葉杖利用者
小さい子ども
脚力の弱い人
高齢者 等

車いす利用者
手の力の弱い人
指先に困難をもつ人
高い所に届かない人
視力の弱い人
腰の弱い人 等

小さい子ども
外国人 等

「 不 便 さ を 感 じ て い る 人 た ち 」 の 不 便 さ に つ

い て 考 え る こ と を と お し て 、 相 手 の 立 場 を 尊 重

し 、「 み ん な が 幸 せ に 生 活 で き る 社 会 」 に す る た

め に 、 自 分 が で き る こ と に つ い て 考 え ま す 。

放課後子ども教室など

で

対象：低・中・高

時間：６０分

人数：４人～

1グ ル ー プ
２～６人

ね ら い

展 開

【 準 備 物 】 模 造 紙 付 箋 紙 マ ジ ッ ク 等



ワークシート等はホームページを

展開２ このクイズの答えは、実は「子どもの手が５階のボタンに届かず、３階までし

か押せなかったため」というものでした。以前は、エレベーターのボタンは上の方の位

置についていたため、今回のクイズの子どものように不便さを感じることがあったんで

すね。そのため、現在では低い位置にボタンが付いているエレベーターが多くなってき

ました。

展開３ これらの写真（階段、自動販売機、標識等）を見てください。このよ

うな身近にあるものに不便さを感じている人はいないでしょうか。どのような

人が不便さを感じているでしょうか。グループで話し合ってみましょう。

展開４ 不便さを感じている人としてどのような人を考えましたか。（いくつか

のグループに発表してもらいます。）

「不便さを感じている人」にはどのような人がいたでしょうか。これから、

そうした人たちが幸せに生活していくためには、私たちにどんなことができる

か考えてみましょう。

まず始めに、先ほど挙げた「不便さを感じている人」の中から１つ選び、模

造紙の中央に書きましょう。

次に、そうした人たちが感じる不便さについて考え、各自、付箋紙１枚に一

つずつ記入しましょう。（書き終わったら）一人一人付箋紙をもとに考えを発

表し合い、模造紙に付箋紙を貼り付けてください。ただし、貼り付ける際、同

じような意見は一つにまとめてください。

展開５ それでは、これらの不便さのある社会から「みんなが幸せに生活でき

る社会」にするために「私たちができること」を、模造紙の余白にまとめてい

きましょう。

（まとめが終わったら）グループごとに発表していきましょう。

ファシリテーターの言葉かけ例

展開１ 昔、次のようなクイズがありました。皆さんはこのクイズをどのように考えま

すか。それではクイズです。（クイズを読み、考えてもらいます。）

展開６ 発表を聞いてどのような感想をもちましたか。今回の活動をとおして、

みんなが幸せに生活できる社会にしていくために「今日から私ができること」

にはどのようなことがあるか、考えてみましょう。

相手の立場を考えながら、今日から私にできることを実践し、みんなが幸せ

に生活できる『みんなの社会』を築いていけると素晴らしいですね。



参考資料

◆展開２の補助資料◆
上の位置にのみボタンのあるエレベーター

上と下の位置にボタンのあるエレベーター

◆展開３の補助資料◆
Ⅰ（例：足腰の弱い人等に優しい工夫）

階段 スロープ

Ⅱ（例：車椅子利用者等に優しい工夫）

自動販売機 ユニバーサルデザインの自動販売機

Ⅲ（例：小さい子どもや外国人に優しい工夫）

漢字の標識 日本語、英語の標識 ひらがなの標識


